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平成２７年６月１９日開催経工会幹事会議事録 

 

１．日時 平成２７年６月１９日（金） １８：３０から 

１．場所 こぶし会会議室 

１．出席幹事 高木、宮元、今越、百万、池野 

１．議題 

①第一回連絡幹事会の報告について 

②第二回連絡幹事会の実施要綱について 

③第 16 回総会実施計画（記念講演）について 

④平成 26年度決算報告について 

⑤経工会だよりページネーションについて 

⑥穴水サンセットセッションについて 

⑦若手常任幹事名簿について 

⑧その他 

 

１．議事の経過及び結果 

 定刻に至り、高木会長が開会を宣し、議事録の作成者に池野副会長を指名し議事に入っ

た。 

 

①第一回連絡幹事会の報告について 

 今越監事より、「平成 27 年 5 月 22 日（金）正午より、21 号館 504 室にて平成 27 年度

第一回連絡幹事会を開催した。出席者は、各研究室より代表一名（計 8 名）、石原先生、

経工会より高木、今越、池野が出席し、合計 12 名であった。平成 27 年度の卒業見込み学

生名簿は、まだ石原先生から提出いただいておらず、その場で提出を依頼した。こぶし会

と経工会についての説明、事業の説明をして終身会費の徴収をお願いしたところ、特に異

議がなかったため同窓会に理解いただいたものと考えている。 

同窓会活動に連絡幹事のリーダーは、安田洵也君（石原研）が選出された。また、平成

27 年度代表幹事候補は、石川県内就職者の高羽紘平君（武市研）、中村海人君（倉島研）

に予定した。会費の集金について、終身会費 5,000 円は第二回連絡幹事会（7 月 25 日（土））

にて集金する予定となった。」との報告があった。 

 池野より「メーリングリスト ie-party は、平成 27 年度連絡幹事のメンバーへ更新済み

であり、すでに第二回連絡幹事会の告知をして無事全員にメールが届いていることを確認

している。また、第一回連絡幹事会の様子はホームページへ掲載してある。」との報告が

あった。 

 

②第二回連絡幹事会の実施要綱について 

 宮元相談役より、会場について「7月 25 日（土）夜の懇親会の会場案としてANAホリデイ

イン金沢スカイ 16階『オールデイダイニングKENROKU』を予定したい。今年は二部制とな

り、第一部 18:00～19:30、第二部 20:00～21:30 の入れ替え制となった。花火鑑賞時間に合

わせて第二部を予約してある。集合場所は 16 階フロント横ロビー、集合時間は 19:45 とし

ておきたい。」との報告があった。 

 高木会長から「当日は犀川で北国新聞花火大会が予定されており、上層階からも鑑賞で

きると思われる。会費は 2,000 円とするが、学生は招待としたい。前回までの決定事項と

して、この時に連絡幹事から終身会費 5,000 円を集金したい。また参加を募る学生は連絡

幹事までに留めておきたい。出席予定者を確認しておきたい。」との説明があり、池野よ

り「6月初旬にie-partyにて出欠確認したところでは、教員 6名（鈴木、松林、倉島、斎藤、

熊井、加藤）、連絡幹事 7名、経工会 8名、合計 21 名である。経工会の出席予定者は、高

木、福田（夫婦で出席）、宮元、今越、百万、東、池野としてある。7月に入ったらie-party
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へ再度案内メールを流す予定である。」との報告があり、了承された。 
また会費徴収に関して、池野から「熊井研究室の蒲田君から、第二回連絡幹事会は都合に

より欠席と聞いており、研究室人数分の終身会費を事前に受け渡したいとのことである。

領収方法を指示してもらえれば私が集金に伺ってもよい。対応を審議いただきたい。」と

諮ったところ、審議の結果、研究室単位に領収書（金額、但書に人数を手書き）を発行し、

領収書を渡す際には、会費を納めた学生が分かるように名簿で確認すること、今回は熊井

研究室分の終身会費は池野が集金することを決定した。 

なお、花火懇親会での集金と領収も同様の方法で行うことになった。 

 

③第 16 回総会実施計画（記念講演）について 

池野から、「先に総会案内ちらしについて報告しておきたい。事前に ie-staff へ流した

内容通り、能登印刷 村井氏に、【経工会総会のお知らせ】と題して FAX 出欠表を付けた

A4 ちらしを 2,000 枚印刷してもらい、こぶし会事務局から指示があった大阪 DNP へ 6 月

25 日までに発送してもらうよう手配してある。ちらしは、北陸三県在住者には会報こぶし

夏版に同封される予定である。出欠連絡の締め切りは、8月末としてある。」と報告があっ

た。 

百万幹事より、「北陸三県在住者約 1,800 人に対して 2,000 枚を DNP へ送るとなると、

ちらしの余剰分はどのようになるか、確認しておいてほしい。余剰分が破棄されるのはも

ったいない。50 枚ほどは手元に残しておくのがよいのではないか。」との意見があり、能

登印刷へ確認して池野が報告することとなった。 

 高木会長より「総会の記念講演者を確認したい。土屋先生への打診の状況を確認してほ

しい。」と提案があり、石原先生へ確認することとなった。 

 また、総会および懇親会のスケジュールは、おおよそ前回と同様に以下のようになった。 

9 月 19 日（土） 

13:00～ 受付 

13:30～ 第 16 回総会（3 階研修室） 

14:00～ 記念講演 

15:30～ 海洋活動（アルタイル号） 

17:30～ バーベキュー（ハーバー） 

 

 なお、総会の進行や分担などは、今後の幹事会にて決定することとなった。 

 

④平成 26年度決算報告について 

 今越監事より、「村井会計が多忙なため、決算が遅れている。書類をすべて預かった上

で私が改めて精査したい。」との報告があり、承認された。 

 高木会長から、「9 月に行われる総会で決算報告する必要があるため、ひとまず 7 月の

幹事会で報告してもらえるようにお願いしたい。」との提案があり了承された。 

 

 
⑤経工会だよりページネーションについて 

村井会計より事前に連絡があり、「前回と同じレイアウトを考えている。時間があれば 7

月幹事会にでも一度案を持って来たい。」との報告があった。 

 

⑥穴水サンセットセッションについて 

 池野から「穴水湾自然学苑米田事務室長から電話があり、9月 19 日の宿泊部屋割りに関

しては、1階、3階を使ってほしい、4階はワックスの関係で使用禁止とのことであった。

部屋割りの際には気を付けてほしい。また、19 日 13:30 から総会のために 3階研修室を使

わせてもらうことに了承いただいた。」との報告があった。 
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⑦若手常任幹事名簿について 

池野より「今回、若手幹事の名簿を作成したので提示したい。残念ながら平成 21 年度、

平成 24 年度代表幹事の情報が抜けている。これは、3 月入会記念パーティの場で選出

された幹事の氏名などを控えなかったことが原因と思われる。今後は、パーティの場

ではなく連絡幹事会にて決定事項として議事録へ残すことが必要である。」との提案が

あった。 

百万幹事から、「不明な年度の幹事については、学科教員に相談して選出してもらう方

法もあるのではないか。」との提案があり、過去の卒業記念品（印鑑）制作用の名簿や

議事録なども合わせて確認しながら、名簿を整備することとなった。 

 

 

⑧その他 

 

以上をもって 20：20 に会は終了し、次回の幹事会を７月１３日 (月)18:30 から開催する

ことを確認し、散会した。 


